
成　果

グランドデザインがカリキュラムに反映され、授
業でもそれを意識して日々の教育活動が行われる
ようになった
上記により、子どもが自分の考えを友だちに伝え
たり、友だちの話に耳を傾けたりする姿、友だち
や地域を思いやる姿が見られるようになった

●

●

カリキュラムづくりの流れ

４月に学年団で話し合って「視覚的カリキュラム
表」を作成。その後は、実践の中で出てきた課題
などをその都度反映する
長期休業中の全体研修で前学期を振り返り、カリ
キュラムを修正
他学年の実践を全学年で共有しながら、学校とし
て目指す方向を研修の場で確認する

●

●

●

カリキュラムの概要

「二つの力と二つの心」の育成が示されたグランド
デザインによって教育の方向性を明確化
グランドデザインを、日々の教育活動に落とし込
んだ「視覚的カリキュラム表」を作成し、年間の
見通しや教科間のかかわりを意識しながら実践・
修正を繰り返す

●

●

課　題

自分で考えて意見をまとめ、相手に伝えられない
子どもがいた
感情を制御できず、相手を傷付けるようなことを
言ってしまう子どもも見られた

●

●
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「
視
覚
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
」で

見
通
し
を
共
有
し
ね
ら
い
へ
向
か
う

◎1874（明治７）年開
校。子どものコミュニケー
ション能力を伸ばす教育
活動を続けており、2007
年度から２年間、文部科
学省指定の「伝え合う力
を養う調査研究事業」推
進校に選定された。

S c h o o l  D a t a

上
越
市
立
春
日
小
学
校
は
、
全
教
科
・
領
域
等
の
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
覧
表
「
視
覚
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
」
を

学
年
ご
と
に
つ
く
っ
て
い
る
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
目
標
を
反
映
さ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
り
、

実
践
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
子
ど
も
に
付
け
た
い
力
を
学
校
全
体
で
育
ん
で
い
る
。

新
潟
県

上
越
市
立
春
日
小
学
校

実
践
編

3



特集

全面実施への助走
第 3 回

目指す力と実践をつなぐカリキュラム

　

戦
国
武
将
上
杉
謙
信
に
ま
つ
わ
る
史
跡
に
囲
ま
れ

た
上
越
市
立
春
日
小
学
校
は
、
全
校
児
童
数
７
８
６

人
の
大
規
模
校
だ
。
１
９
８
０
年
代
以
降
、
宅
地
化

進
行
に
よ
る
地
域
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
児
童
数
も

増
加
し
た
。地
域
の
人
間
関
係
は
希
薄
化
し
て
い
き
、

子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
低
下
も
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。西
山
義
則
校
長
は
、

子
ど
も
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
自
分
の
考
え
を
持
て
な
か
っ
た
り
、
思
い
を
相

手
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
子
ど
も
が
い
ま
し

た
。
ま
た
、
感
情
を
制
御
で
き
ず
、
相
手
を
傷
付
け

る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
も
見
ら

れ
、
わ
ず
か
な
こ
と
が
原
因
で
子
ど
も
同
士
の
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

　

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
を
目
指
し
、
同
校
は

２
０
０
８
年
度
、
学
校
経
営
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
作
成
し
た
際
、「
考
え
追
求
す
る
力
」「
伝
え
合
う

力
」
の
二
つ
の
力
と
、「
思
い
や
る
心
」「
愛
す
る
心
」

の
二
つ
の
心
の
育
成
を
目
標
に
定
め
た
。
子
ど
も
の

自
主
性
と
自
律
性
を
高
め
、
社
会
性
を
身
に
付
け
さ

せ
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。

　
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
学
校
が
目
指

す
教
育
の
方
向
性
を
先
生
方
に
は
っ
き
り
示
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
示
す
だ
け
で
は
教
育
活

動
で
の
実
践
は
難
し
く
、グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は『
絵

に
描
い
た
餅
』
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
全
教

師
が
そ
の
理
念
を
意
識
し
、
教
科
学
習
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
教
育
活
動
に
盛
り
込
ん
で
い
け
る
よ
う
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
反
映
さ
せ
た
『
視
覚
的
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
表
』
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
」（
西
山
校
長
）

　

新
崎
俊
博
教
頭
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
子
ど
も
の

実
態
と
向
き
合
っ
て
つ
く
る
も
の
だ
と
話
す
。

　
「
授
業
で
重
点
を
置
く
内
容
は
、
子
ど
も
の
個
性

や
実
態
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
当
然
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
も
そ
れ
に
対
応
さ
せ
、
重
点
を
置
く
単
元
に
充

て
る
時
間
を
長
く
し
た
り
、
教
科
と
教
科
を
関
連

付
け
て
教
え
ら
れ
る
よ
う
、
時
期
を
変
更
し
た
り
と

い
っ
た
工
夫
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
そ
う
し
な
け
れ

ば
、
学
校
と
し
て
重
視
す
る
力
を
効
果
的
に
伸
ば
せ

ま
せ
ん
。
本
校
で
は
学
年
団
を
中
心
に
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
成
し
ま
す
が
、
つ
く
っ
た
だ
け
で
満
足
す
る

の
で
は
な
く
、
子
ど
も
と
接
す
る
中
で
気
付
い
た
課

題
を
ど
う
解
決
す
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
絶
え
ず
話

し
合
っ
て
修
正
し
て
い
ま
す
」

　
「
視
覚
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
」
は
、
全
教
科
・
領

域
等
の
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学
年
ご
と
に
一
覧

表
に
し
た
も
の
だ
（
Ｐ
．23
図
１
）。
上
越
市
教
育
委

員
会
（
以
下
、
市
教
委
）
と
上
越
市
立
学
校
が
連
携

し
て
進
め
る
「
上
越
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」（
＊
）
の
取

り
組
み
の
一
つ
で
、
市
教
委
が
ベ
ー
ス
と
な
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
表
を
作
成
し
て
全
校
に
配
布
し
、
各
校
は

そ
れ
を
自
校
の
教
育
活
動
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
し

て
い
る
。
作
業
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
表
は
表
計
算
ソ
フ
ト
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
の
横
軸
は
時
間
で
、
４
月
か
ら

３
月
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
が
あ
り
、
体
育
祭
や
宿
泊

体
験
な
ど
の
行
事
を
入
力
す
る
。
縦
軸
は
教
科
で
、

一
教
科
一
段
に
、
内
容
、
時
数
が
単
元
ご
と
に
書
か

れ
る
。
特
徴
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①
年
間
の
見
通
し
を
立
て
や
す
い

　

年
間
の
全
教
科
・
領
域
等
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
一

目
で
分
か
り
、
見
通
し
を
立
て
や
す
い
た
め
、
ど
の
＊「上越カリキュラム」の詳細は、上越市教育委員会学校教育課のウェブサイトからご覧ください

上
越
市
立
春
日
小
学
校
校
長

西
山
義
則Nishiyam

a Yoshinori

「
子
ど
も
の
実
態
に
合
わ
せ
て
学
校
を
変
え

て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
師
同
士

が
自
由
に
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と
が
大
切
」

上
越
市
立
春
日
小
学
校
教
頭

新
崎
俊
博Shinzaki Toshihiro 

「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
を
尊
重
し
た
指
導
が
出
来
る
よ
う
、

担
任
と
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
」

上
越
市
立
春
日
小
学
校

戸
田
正
明Toda M

asaaki

教
務
主
任
。「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
行
動

や
様
子
を
見
つ
め
、
気
持
ち
を
思
い
や
り
、

教
師
と
し
て
何
が
出
来
る
か
を
考
え
た
い
」
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グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
教
育
活
動
に

反
映
さ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

課
題
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
位
置
付
け

全
教
科
・
領
域
の
計
画
が
見
え
る

「
視
覚
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
」

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
概
要



時
期
に
ど
の
内
容
を
扱
う
の
か
が
把
握
し
や
す
く
、

計
画
的
な
指
導
を
し
や
す
く
な
る
。

②
重
点
を
置
く
教
科
を
共
有
で
き
る

　

教
科
の
並
び
順
は
、
自
由
に
組
み
替
え
ら
れ
る
。

重
視
す
る
教
科
を
最
上
段
や
中
央
な
ど
目
立
つ
と
こ

ろ
に
配
置
し
た
り
、
関
連
す
る
教
科
を
そ
ば
に
置
い

た
り
と
、
必
要
に
応
じ
て
動
か
せ
る
。
教
科
ご
と
の

高
さ
を
広
げ
る
こ
と
も
出
来
、
ど
の
教
科
に
重
点
を

置
い
て
い
る
か
が
明
確
に
な
る
。

　
「
二
つ
の
力
と
二
つ
の
心
の
育
成
」
を
反
映
し
、

多
く
の
学
年
が
道
徳
、学
級
活
動
を
重
視
し
て
お
り
、

関
連
付
け
ら
れ
る
よ
う
近
い
位
置
に
置
い
て
い
る
。

③
教
科
間
の
関
連
を
意
識
し
や
す
い

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
は
、「
伝
え
合
う
」「
追
求
」
な

ど
の
重
視
す
る
項
目
を
色
分
け
し
て
表
示
で
き
る
。

同
じ
内
容
を
扱
う
単
元
は
同
じ
色
で
囲
む
。
他
教
科

で
も
、
関
連
す
る
単
元
同
士
を
同
じ
色
の
矢
印
で
つ

な
い
だ
り
、同
じ
色
の
下
線
を
引
い
た
り
も
出
来
る
。

重
視
す
る
項
目
が
教
科
間
で
ど
う
関
連
す
る
か
を
目

立
た
せ
ら
れ
る
た
め
、
教
科
を
横
断
し
た
取
り
組
み

を
進
め
や
す
い
。

　

重
視
す
る
項
目
は
各
校
で
設
定
で
き
、
学
校
と
上

越
市
の
教
育
方
針
を
意
識
し
た
授
業
づ
く
り
に
取
り

組
め
る
。
春
日
小
学
校
は
七
項
目
を
設
け
て
い
る
。

五
つ
が
「
伝
え
合
う
」「
追
求
」「
思
い
や
る
」「
地
域
」

「
人
権
同
和
」
と
、
同
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
二
つ
は
、
上
越
市
と

し
て
重
視
す
る
「
上
越
学
習
」「（
新
学
習
指
導
要
領

へ
の
）
移
行
措
置
」
と
な
っ
て
い
る
。

④
時
数
管
理
が
し
や
す
い

　

教
科
の
各
段
は
単
元
ご
と
に
区
切
ら
れ
、
そ
の
幅

は
、
教
科
の
年
間
総
時
数
に
対
す
る
単
元
の
時
数
の

割
合
で
決
ま
っ
て
い
る
。
時
数
を
増
減
さ
せ
れ
ば
、

そ
れ
に
応
じ
て
幅
も
自
動
的
に
変
わ
る
。
教
務
主
任

の
戸
田
正
明
先
生
は
、
時
数
管
理
が
し
や
す
く
な
っ

た
と
話
す
。

　
「
単
元
ご
と
の
割
り
当
て
時
数
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
つ
く
る
時
に
設
定
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
重
視

す
る
単
元
も
、
重
視
す
る
度
合
い
も
、
子
ど
も
の
様

子
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
重
視
す
る
単
元
に

は
時
間
を
か
け
て
取
り
組
み
ま
す
が
、
総
時
数
は
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
ほ
か
の
単
元
と
の
調
整
が
必
要

で
す
。『
視
覚
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
』
で
は
、
一
つ

の
単
元
と
年
間
総
時
数
と
の
関
係
を
目
で
見
て
確
認

で
き
る
の
で
、
時
数
調
整
も
し
や
す
く
、
残
り
の
時

数
を
把
握
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
で
き
ま
す
」

　
「
視
覚
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
」
は
、
毎
年
４
月
に

市
教
委
が
配
布
す
る
表
計
算
ソ
フ
ト
の
デ
ー
タ
を
基

に
、
学
年
団
が
作
成
す
る
。
基
と
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
各
教
科
と
も
教
科
書
の
配
列
通
り
に
単
元
が

並
ん
で
い
る
。
春
日
小
学
校
は
こ
れ
を
並
べ
替
え
て

独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
す
る
。
道
徳
、「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」、
学
級
活
動
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

学
校
・
学
年
で
重
視
す
る
教
育
内
容
を
反
映
さ
せ
、

他
教
科
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
す
べ
て
自
作
す
る
。

　
「
学
年
団
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
示
す
方
向

に
沿
っ
て
子
ど
も
の
力
を
付
け
ら
れ
る
よ
う
単
元
の

配
置
を
工
夫
し
、
効
果
的
な
教
科
横
断
の
授
業
を
目

指
し
て
議
論
し
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
を
見
な
が

ら
話
し
合
う
た
め
、
出
さ
れ
る
ア
イ
デ
ア
も
具
体
的

で
す
し
、
こ
の
過
程
を
通
じ
て
学
年
で
大
切
に
す
べ

き
点
を
明
確
に
共
有
で
き
ま
す
」（
西
山
校
長
）

　

４
月
中
に
は
各
学
年
の
「
視
覚
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

表
」
が
つ
く
ら
れ
る
が
、
こ
れ
で
完
成
で
は
な
い
。

戸
田
先
生
は
、
必
要
に
応
じ
て
修
正
す
る
と
話
す
。

　
「
子
ど
も
の
様
子
を
見
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
合

わ
な
け
れ
ば
ど
う
変
え
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
の
こ
と
を
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作

成
以
上
に
重
視
し
て
い
ま
す
。
週
１
回
の
学
年
会
議

で
は
、
必
ず
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
を
見
な
が
ら
授
業
の

反
省
点
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
」

　

他
学
年
の
学
年
団
が
意
見
を
交
換
す
る
機
会
も
多

く
設
け
て
い
る
。
各
学
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り

や
そ
の
実
践
、
成
果
を
学
校
全
体
で
共
有
す
る
た
め

だ
。
実
践
を
発
表
し
合
う
こ
と
で
、
自
学
年
の
良
さ

を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
に
な
り
、
他
学
年
の
取
り

組
み
か
ら
多
く
の
刺
激
や
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
も
出

来
る
。
４
月
末
の
職
員
会
議
で
は
学
年
主
任
が
自
学

年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
や
ね
ら
い
を
発
表
し
、

夏
休
み
と
冬
休
み
に
は
全
学
年
で
研
修
を
行
う
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
見
直
し
の
大
き
な
機
会
と
な
る
の
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話
し
合
い
で
課
題
を
明
確
に
し

長
期
休
業
中
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
正

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
の
流
れ
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目指す力と実践をつなぐカリキュラム
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カリキュラム表の最上部に、春日小学校が重視する７項目が表示されている。線で囲っている部分は、「伝え合う」「追求」の対応を示したもの。実物は、単元を囲う線はすべて実線であり、色だけ
が異なるが、本図では「追求」に対応する線を破線で示している。「のびやか」の活動を国語の授業と関連付けたり、学級活動と関連付けたりしていることが分かる。他の項目も同様に色付けさ
れ、重点項目と教科等の単元・内容との関連を一目で把握できる
＊同校の資料を基に編集部で作成。「視覚的カリキュラム表」は春日小学校のウェブサイトで６年生の全体と全学年分をご覧いただけます。http://www.kasuga-e.jorne.ed.jp/

行事
等
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国
語

算
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理
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音
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金
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４  月 ５  月 ６  月 ７  月

図1 「視覚的カリキュラム表」６年生１学期の例
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1年生を
迎える会
1年生を
迎える会 体育祭体育祭 6年

宿泊体験
6年

宿泊体験
５年
林間学校

思いやる 地　域 人権同和 上越学習 移行措置

続けてみよう
一 本に親しみ、自分と対話しよう
「カレーライス」
漢字の形と音・意味

せんぱいの心を受け継いで（愛校心）
江戸しぐさ（礼儀）
○幸せをおくるリーダーに
（役割と責任の自覚）

○最高学年のスタート
○学級の組織作り
○学校生活をリードしよう

生活時間を見直して
みよう

思いを
広げて

2

体ほぐし
の運動

2

Lesson1
今日はどんな日（英語ノートL3）

5

4 いろい
ろな立体

18

６ 単位量当たりの大きさ

7

○文字と式

14

●
１
２

正方形重ねゲーム
倍数と約数
積や商の見積もり

１ ものの燃えかたと空気
●地球
と生き物
のくらし

17

３
◎
分数
仮分数や帯分数の計算

2 7

２ 動物のからだのはたらき

12

３ 植物のからだのはたらき

○
私
の
研
究

○
私
の
研
究

8

４ 生き物のくらしとかんきょう

81 1

8

☆
●

●

ふしの重なり合いを味わおう。
つばさをください
思い出のメロディー

8 7

☆
◎
●

●

世界の音楽に親しもう。
世界の国々の音楽（鑑）
こげよマイケル
アンデスの祭り

☆

◎
●

いろいろなひびきを
味わおう。
小犬のワルツ 他６曲（鑑）
星空はいつも

◇われは海の子（共）◇
●

おぼろ月夜（共）
ラバースコンチェルト

15

心を一つにドリーム金管

2

Lesson2
いろいろな数（英語ノートL7）

3

Lesson3
トレジャーハンティングをしよう（英語ノートL5）

3

Lesson4
文房具屋になろう

12

短距離走・リレー、ハードル走、走り高跳び

4

体ほぐしの運動

8

病気の予防

11

クロール、平泳ぎ

色を選んで

8

わたしの町　身近なものを見つめて

5

地球アート　光と風で

毎日の食事から「上越の食」を見つめる　
～上越の米（みそ）文化を味わってみませんか～

１ 暑い季節を気持ちよく過ごそう
２ 衣服の着方を考えよう
３ 衣服の手入れをしよう
４ 生活に役立つ物をつくろう

つくろう！　さわやか生活

「イチローの夢」ドキュメンタリーDVD（自作
資料）（思慮・反省、節度・節制）
義足の聖火ランナー（国際理解・親善）

○元気にあいさつ（SSE）
○体育祭を成功させよう
○大人に近づく不安や悩み

修学旅行の夜（自由・規律）
○生きるⅢ「人権の歴史」（生命尊重）
○言葉のおくりもの（友情・信頼、助け合い）
○手品師（誠実・明朗）

○思い出に残る宿泊体験学習にしよう（２）
○じょうぶな歯にしよう
○相手の話を上手に聞こう（SSE）

○かけがえのない地球（自然愛、環境保全）
土石流の中で救われた命（尊敬・感謝）
白旗の少女（国際理解・親善）

○１学期を振り返ろう
○あたたかいメッセージを伝え合おう（SSE）
○楽しい夏休みにするために

見直そうふるさと春日を
佐渡で活躍する人 を々調べよう

佐
渡
と
の
出
会
い
か
ら

感
じ
よ
う

佐渡での感動を
発信しよう ふるさとの祭り謙信公祭に参加しよう

謙信公祭実行委員さんの講話
謙信公学習（４時間）

探ろう！　
春日に伝わ
る「謙信公
スピリット」

米づくりのむらから古墳のくにへ 聖武天皇と奈良の大仏 源頼朝と鎌倉幕府 ３人の武将と全国統一 郷土の武将
上杉謙信

徳川家康
と江戸幕
府

わたした
ちの地域
の歴史

二 文章を読んで、自分の
考えをもとう
生き物はつながりの中に

今も昔も　狂言柿山伏
柿山伏について
短歌・俳句の世界

三 相手や目的に合わせて書こう
ガイドブックを作ろう／よりよい文章に
漢字の広場②
学級討論会をしよう

読書の世界を深めよう
森へ
本は友達
漢字の広場③

伝え合う 追　求

１ どんな食べ物を食べているのかな
２ ごはんとみそしるをつくろう
３ おかずの必要性を考えよう

風を切って●



は
、
夏
休
み
の
研
修
だ
。
こ
の
研
修
で
は
、
各
学
年

の
１
学
期
の
実
践
を
振
り
返
り
、
ね
ら
い
に
対
し
て

身
に
付
け
ら
れ
た
力
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

２
学
期
以
降
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
話
し
合

う
。
10
年
度
は
、
８
月
第
１
週
に
、
午
前
中
は
教
科

指
導
で
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
「
授
業
実
践
交
流

会
」、
午
後
は
生
活
科
や
「
の
び
や
か
」（「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」）
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
「
生

活
・
の
び
や
か
実
践
交
流
」
を
行
っ
た
（
図
２
）。

　

話
し
合
い
に
管
理
職
が
参
加
す
る
の
も
、
特
徴
の

一
つ
だ
。

　
「
担
任
は
、
学
級
の
子
ど
も
に
意
識
が
集
中
す
る

あ
ま
り
、
短
期
的
な
視
点
に
偏
り
が
ち
で
す
。
管
理

職
の
役
割
は
、
６
年
間
を
通
し
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
に
掲
げ
た
『
二
つ
の
力
と
二
つ
の
心
』
を
伸
ば
せ

て
い
る
か
を
確
認
し
、
課
題
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を

明
ら
か
に
し
て
全
員
で
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
学
級

単
位
で
『
こ
う
い
う
力
を
付
け
た
い
』
と
考
え
て
い

る
こ
と
を
、
学
校
単
位
で
考
え
て
い
け
る
よ
う
、
導

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
西
山
校
長
）

　

学
年
団
は
研
修
で
の
検
討
を
反
映
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
つ
く
り
、
夏
休
み
最
終
週
の
職
員
会
議
で
学

年
主
任
が
発
表
す
る
。

　
「
例
年
、
大
き
く
変
わ
る
の
は
、
道
徳
や
『
総
合

的
な
学
習
の
時
間
』、
学
級
活
動
で
す
。
ど
の
よ
う

な
力
を
伸
ば
す
た
め
に
変
更
し
た
の
か
を
知
る
た
め

に
、
学
年
主
任
に
は
、
変
え
た
ね
ら
い
も
説
明
し
て

も
ら
い
ま
す
。
一
方
、
あ
ま
り
修
正
し
な
い
教
科
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
結
果
で
す
。
重

要
な
の
は
、
全
教
師
が
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
再
確

認
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
向
き
合
っ
て
話
し
合
う
過

程
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
新
崎
教
頭
）

　

同
校
で
は
、
１
学
期
と
２
学
期
に
、
保
護
者
に
教

育
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
修
正
に
反
映
さ
せ
る
。

　
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
い
わ
ば
教
育
活
動
の
設
計

図
で
す
。
教
育
活
動
へ
の
評
価
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

へ
の
評
価
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
そ
の
改
善

こ
そ
が
大
切
で
す
。
実
践
を
し
て
み
て
、
力
が
付
か

な
か
っ
た
な
ら
、
正
直
に
そ
れ
を
認
め
た
上
で
、
ど

こ
が
良
く
な
か
っ
た
の
か
を
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な

姿
勢
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」（
戸
田
先
生
）

　

夏
休
み
の
研
修
で
は
、
多
く
の
教
師
か
ら
「
６
年

間
を
見
通
し
て
考
え
る
こ
と
は
大
切
だ
と
改
め
て

思
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。「
付
け
た
い
力

を
年
度
末
に
な
っ
て
急
に
付
け
よ
う
と
し
て
も
無
理

が
あ
る
。
最
初
か
ら
の
見
通
し
が
必
要
」
と
い
う
西

山
校
長
の
考
え
が
確
実
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。

　
「
管
理
職
の
声
掛
け
も
あ
り
、
学
年
団
の
話
し
合

い
で
は
、
常
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
立
ち
戻
っ
て

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
り
、
修
正
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
授
業
に
も
生
か
さ
れ
、
地
域
を
散
策

し
た
時
、
国
語
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
タ
チ
ツ
ボ

ス
ミ
レ
を
見
付
け
る
活
動
を
取
り
入
れ
た
り
、
米
作

り
の
体
験
に
合
わ
せ
て
道
徳
で
勤
労
に
つ
い
て
学
ぶ

な
ど
、『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』
の
内
容
と
他
教

科
の
内
容
を
結
び
付
け
た
取
り
組
み
が
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
単
に
体
験
す
る
だ
け
で
な
く
、
感
想
を

友
だ
ち
の
前
で
発
表
す
る
機
会
を
設
け
て
お
り
、『
二

つ
の
力
と
二
つ
の
心
』
を
伸
ば
そ
う
と
い
う
意
識
は

全
学
年
の
授
業
に
見
ら
れ
ま
す
」（
戸
田
先
生
）

　

学
校
全
体
で
こ
の
よ
う
な
日
々
の
取
り
組
み
を
続

け
た
結
果
、
子
ど
も
の
様
子
が
変
化
し
て
き
た
。

　
「
多
く
の
子
ど
も
が
落
ち
着
い
て
授
業
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
発
言

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
意
見
が
友
だ
ち

と
異
な
る
場
合
に
は
友
だ
ち
の
考
え
を
聞
い
た
上

で
、
自
分
が
な
ぜ
そ
の
意
見
を
持
っ
た
の
か
を
、
相

手
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
力
も
付
い
て
き
て
い

ま
す
」（
新
崎
教
頭
）

　

戸
田
先
生
は
、
郷
土
愛
や
他
者
へ
の
思
い
や
り
も

育
ま
れ
て
い
る
と
話
す
。

　
「
生
活
科
や
『
の
び
や
か
』
で
上
越
市
に
つ
い
て

学
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
子
ど
も
が
そ
の
良
さ

や
魅
力
に
気
付
き
ま
し
た
。
地
域
で
働
く
人
た
ち
へ

の
感
謝
に
加
え
て
、
友
だ
ち
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

を
育
む
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

西
山
校
長
は
、今
後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
、
国
語
や
算
数
な
ど
の
教
科
の
カ
リ
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考
え
を
伝
え
る
力
や

他
者
へ
の
思
い
や
り
が
生
ま
れ
る

成
果
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キ
ュ
ラ
ム
は
教
科
書
の
配
列
通
り
に
進
め
る
学
年
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
よ
り

実
践
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、
独
自
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
み
替
え
る
教
科
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
の
力
を
伸
ば
せ
て
い
る
の
か
を
正
確

に
捉
え
て
、
そ
の
原
因
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
ど
う
修
正
し
た
ら
よ
い
か
が
見
え
て
き

ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
日
常
の
子
ど
も
の
姿
を
じ
っ

く
り
見
取
り
な
が
ら
、
身
に
付
け
た
い
力
を
育
め
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
考
え
て
い

け
る
力
を
高
め
た
い
と
思
い
ま
す
」

図2 授業の振り返り、交流の様子

１学期の授業実践を振り返り、意見を交換
自身の振り返りや他学年の教師との意見交換を通して、目指す子ども像に
ついての成果と課題、２学期以降の取り組みについて学年団で話し合う

●

●

１ 学 期 の 授 業 実 践 交 流 会 生活・のびやか（「総合的な学習の時間」）実践交流

目
的

目
的

概
要

概
要

次の観点から１学期の実践を学年ごとに振り返り、成果と課題を明確化
❶「春日を学びのステージとする」という共通テーマからみた取り組み
❷「視覚的カリキュラム表」から見た他教科との横断的な取り組み

●

各学年１０分ずつ、学年主任が資料を基に１学期の実践を発表する
質疑・応答

●

●

発
表
の
主
な
内
容

他教科との関連を含めての振り返り。「生活科で行った畑作り・観察と、国
語の『観察名人になろう』の単元を関連付けたことで、畑で作った野菜を、
大きさ、色、手触りなどさまざまな観点から観察できるようになった」
実践を振り返りながら、２学期以降の授業の見通しについて。「１学期は、
『のびやか』と社会科を関連させ、上杉謙信の精神を学習。２学期以降、地
元・春日で働く人たちとの交流を通して、今の自分が春日に対してどのよう
な貢献が出来るかを子どもたちに考えさせ、実践させたい」
１学期に実践したことの成果と課題。「個人の調べ学習は充実したが、個
人学習に終始してしまったので、２学期は、調べて分かったことや考えたこと
を発表し合う機会を増やしたい」

●

●

●

「授業実践交流会」は１回２０分×３回。各回、６グループが同時に行う。発
表者は１グループ１人ずつ。他の教師は、グループを自由に選んで参加
発表者は、１学期の実践の一つについて、A４用紙１枚にまとめた指導案を
基に、ねらいと取り組みを発表。聞き手の教師が意見を述べる
交流会後、学年ごとに集まり、交流会で得た知見などを共有しながら２学期
以降の方向性について２０分間検討
管理職は、交流会にも学年での話し合いにも参加。若手教師から話を引き
出したり、担任が感じる課題を学校全体の課題として位置付けたりする

●

●

●

●

単純な加法減法の計算は出来るものの、文章題を苦手とする児童が多いため、
文章題の数値を読み取り、テープ図を用いながら適切な演算を導くことをねらい
とした。コミュニケーション能力を育むため、ペア活動を取り入れ、話し合いを通じ
た課題解決を目指した
「ペア活動が、教え合いのようになっ
てしまった」という担任の涌井学先
生に、新崎教頭は「３年生の担任の
発表を聞き、発達段階としてペア活
動は難しいと感じた。教える過程でも
学びがあるので、教え合いでもよい
のではないか」とアドバイス

●

●

主な意見
「他の学年でも、自分の意見を言え
ない子どもへの対応や、グループで
の話し合い方に課題があることが分
かった」
「１学期はグループでの話し合いを行
ってきた。２学期は練り合いをより充
実させ、友だちをリードできる子どもを
育てていきたい」

●

■実践交流会：２年４組　算数「たし算とひき算」

■学年での話し合い：５年生

「良かったのは、『子どもにこういう力が付いた』というように具体的なま
とめをしていた学年があったこと。『二つの力と二つの心』を各教科に落
とし込み、実践することで力が付いたのか、付かなかったとしたら原因は
何かを考え、積み重ねることが大切」
「授業は、先生方の『思い』によってつくられる。熱い思いがなければ、授業
の構想をつくることは難しい」

●

●

いずれの交流会も、最後に西山校長が講話を行った◎西山校長の講話
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　最も大切なのは、学校の教育活動について自由に、活発に話し
合える雰囲気をつくることだと考えます。子どもの実態に合うよ
う、今までの取り組みをどう生かし、どう変えていくか。これに
教師全員が向き合わなければ、学校の特色は生まれません。
　校長としての考えや学校としてのビジョンは「学校だより」な
どのプリントや職員会議で伝えていますが、それを基に具体的に
どのような取り組みをするかは、多様な価値観を持った先生方に
提案してもらいたいと考えています。先生方との信頼関係をより
深められるよう、会議ではもちろん、日頃も私から積極的に話し
かけて、考えを聞くようにしています。

校長としての役割
西山校長が重視する


